【職場体験用研修資料】
訪問介護職場体験における個人情報の取扱いについて
1. はじめに
訪問介護の現場は、利用者様の「生活の場」そのものです。利用者様が安心・安全に暮らし続けるためには、プライバシーの保護が何よりも重要です。職場体験中、「プロの一員」として、個人情報の取扱いに細心の注意を払う必要があります。

2. 「個人情報」とは何か？
氏名、住所、電話番号だけでなく、以下のような情報もすべて個人情報です。
身体に関すること　：　病歴、介護度、身体の不自由な箇所、薬の内容
生活に関すること　：　家族構成、生活習慣、食事の内容、経済状況
心理・性格に関すること　：　悩み、趣味、性格、過去の経歴
その他　：　自宅の場所や間取り、鍵の保管場所など

3. 絶対に守らなければならない「3つの原則」
　個人情報保護は「ルールだから守る」だけでなく、「利用者様との信頼関係を守り、安全なサービスを継続するため」に極めて重要なこととなります。
以下の①～③を絶対に守りましょう。
1  「口外しない」（守秘義務）
体験で見聞きしたことは、家族や友人、SNS（LINE、X（旧Twitter）、Instagram等）を含め、絶対に外部へ漏らさないでください。
たとえ「名前を伏せて」いたとしても、状況から個人が特定できる投稿は厳禁です。
休憩中や移動中の会話にも注意してください（周囲に人がいないか確認しましょう）。
※体験終了後も同様となります。
② 「持ち出さない」
記録類やメモなどを事業所から持ち出したり、コピーしたりすることは禁止です。
許可なく利用者様の家の中の写真を撮ることも一切禁止です。
③ 「探求・詮索しない」
利用者様が自分から話さないことについて、根掘り葉掘り質問するのは控えましょう。介護に関係のないプライベートな情報を聞き出そうとしないでください。

4. もし、不安なことがあったら？
体験中に以下のような状況になったら、必ずその場で指導担当者に相談してください。
　　【例】　利用者様の家族から、他の利用者様の噂話などを振られたとき
メモを取る際に、どこまで書いていいか迷ったとき
誤って個人情報を記載したメモを紛失しそうになった（または紛失した）とき

5. 個人情報保護の誓約（確認事項）
体験の開始前に、以下の点を確認してください。

[　 ] 職場体験で得た個人情報は、いかなる場合も口外しないことを理解しました。
[　 ] SNSへの投稿・写真撮影は一切行わないことを誓約します。
[　 ] 疑問や不安が生じた場合は、独断で判断せず指導担当者に相談します。
[　 ] 終了後も、この義務が継続することを理解しています。




確認シート（回答と解説）

	 
	問　題
	回答
	解　　説

	１
	体験中に知り得た利用者様の名前や住所は、家族に話す程度なら問題ない。
	×
	家族であっても守秘義務の対象です。一切話してはいけません。

	２
	利用者様と一緒に撮った写真は、顔をスタンプで隠せばSNSに投稿してもよい。
	×
	場所や持ち物から個人が特定されるリスクがあります。撮影自体が禁止です。

	３
	休憩中に、他のスタッフと「今日訪問した〇〇さん、性格がすごく良い方だった」と話すことは問題ない。
	×
	「性格が良い」という評価も個人情報です。休憩室などの「閉ざされた空間」であっても、第三者に聞かれるリスクがある場所での会話は厳禁です。

	４
	サービスの内容を覚えるために、利用者様の生活歴や家族構成を詳しくノートにメモしてもよい。
	×
	利用者様の生活歴や家族構成は個人情報であるため、メモしてはいけません。

	５
	利用者様の家族から、他の利用者様の噂話を聞かされた場合、笑顔で相槌を打って聞き流せばよい。
	×
	噂話に応じることは、情報の漏洩やトラブルの元です。「お話についてはお答えできません」と丁寧に断る姿勢が必要です。

	６
	体験後、数年が経過したので、個人情報であっても知人等に話してもよい。
	✕
	数年経過していても個人情報の守秘義務は継続します。

	７
	氏名、 生年月日等 、 それによって個人を特定できるものは 、 個人情報として適切に取り扱う必要がある 。
	〇
	個人情報として適切に取り扱う必要があります。

	８
	以前から知っている近所の人が利用者様だった場合、近所の人には「今日、〇〇さんの家に行ったよ」と言ってもよい。
	✕
	職場体験を通じて得た情報は、いかなる場合も口外禁止です。

	９
	SNSに投稿してもいいか迷うような内容があったら、自分で判断せず必ず指導担当者に聞く。
	✕
	職場体験中に得た情報等はSNSに投稿してはいけません。

	10
	「これくらいなら大丈夫だろう」と自分の中で判断せず、常に「これは漏洩にならないか？」と慎重に考えるべきである。
	○
	「これくらい大丈夫」という油断が事故を招きます。




確認シート
　　以下の各問いについて、適切だと思うものに○、不適切だと思うものに×をつけてください。

	 
	問　題
	· ｏｒ　×

	１
	体験中に知り得た利用者様の名前や住所は、家族に話す程度なら問題ない。
	

	２
	利用者様と一緒に撮った写真は、顔をスタンプで隠せばSNSに投稿してもよい。
	

	３
	休憩中に、他のスタッフと「今日訪問した〇〇さん、性格がすごく良い方だった」と話すことは問題ない。
	

	４
	サービスの内容を覚えるために、利用者様の生活歴や家族構成を詳しくノートにメモしてもよい。
	

	５
	利用者様の家族から、他の利用者様の噂話を聞かされた場合、笑顔で相槌を打って聞き流せばよい。
	

	６
	体験後、数年が経過したので、個人情報であっても知人等に話してもよい。
	

	７
	利用者様の自宅の部屋の様子が写り込まないようにすれば、室内をスマホで撮影してもよい。
	

	８
	以前から知っている近所の人が利用者様だった場合、近所の人には「今日、〇〇さんの家に行ったよ」と言ってもよい。
	

	９
	SNSに投稿してもいいか迷うような内容があったら、自分で判断せず必ず指導担当者に聞く。
	

	10
	「これくらいなら大丈夫だろう」と自分の中で判断せず、常に「これは漏洩にならないか？」と慎重に考えるべきである。
	




個人情報保護に関する誓約書
（宛先）野田市長
私は、野田市訪問介護職場体験を行うにあたり、市担当職員から「訪問介護職場体験における個人情報の取扱い」について説明を受け、個人情報の重要性を深く認識し、以下の事項を遵守することを誓約します。万が一、本誓約に違反し、事業所または利用者様に損害を与えた場合は、それによる責任を負うことに同意します。
1. 守秘義務の遵守
私は、職場体験を通じて知り得た利用者様およびそのご家族に関する一切の情報（氏名、住所、身体状況、生活状況、家族構成、病歴等）を、体験期間中はもちろんのこと、体験終了後においても第三者に漏洩いたしません。
2. 情報の持ち出し禁止
私は、利用者様の個人情報が記載された書類、メモ、電子データ等を、許可なく複写、持出し、または他の媒体へ転記することを一切いたしません。
3. SNS等への投稿禁止
私は、職場体験中の出来事や、事業所・利用者様の家の中で見聞きしたこと、および　写真・動画（顔が隠れている場合や背景のみの場合を含む）を、SNS（Facebook、X（旧Twitter）、Instagram、LINE、ブログ等）やインターネット上に一切公開いたしません。
4. 管理の徹底
私は、実習中に携わる資料や個人の持ち物については、個人情報の漏洩が発生しないよう、自らの責任において厳重に管理いたします。
5. 目的外利用の禁止
私は、職場体験以外の目的で、利用者様の個人情報を利用いたしません。
6. 不明な場合の確認
私は、情報の取扱いに迷う場合や、判断に苦しむ状況が生じた場合は、直ちに指導担当者へ報告し、その指示に従います。

令和　　　　年　　月　　日
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

